
【年刊誌 第４号】  

そこにある福祉 

～振り返り 2024～ 

はじめに（代表あいさつ） 

日頃より一般社団法人福祉システム北海道にご理解を頂き、誠に感謝申し上げ

ます。皆様の活動に大きな祝福がありますことを、心よりお祈りしております。 

2024 年度も 1 年を通して、毎月ゲスト講師を迎え、公開講座および収録を実

施し、その模様を動画にて配信することが出来ました。加えて、現代ぷろだくし

ょん協力のもと、福祉映画の上映会を企画実施できたこともご報告させて頂きた

いと思います。それも皆様のご理解があってのことと存じ上げます。今後も福祉

システム北海道は社会や地域に情報を発信していけるように努めていきたいと

思いますので、引き続きご理解等の程、宜しくお願い申し上げます。 

 代表理事 髙橋 銀司 

 

【特集】一息付ける場所 ペンネーム：アラフォー さん 

「ここでやっていけなきゃどこに行っても同じだよ」。そんな言葉をかけられな

がら、仕事に思い悩む人をよく見てきた。配属先の上司と相性が合わなかったり、

現場の雰囲気に馴染めなかったり、振られた仕事が合わなかったり。そうした理

由で悩んでも、業務が忙しすぎて転職や進退を考える時間を確保できなかったり、

家族を養うために身動きの取れない場合もある。そうやって疲れ切ってしまった

人たちにも福祉的な視点から、一度立ち止まり、次の道を考えられる仕組みがあ

ってもいいと思う。 

 私自身も、出版系の業界内で転職した際、面接時の説明と実際の業務に大きな

ギャップを感じたことがある。仕事と家庭の両立について人事部と何度も確認を

取ったものの、本部と現場に認識のズレがあり、結果として子育てとの両立が難

しい環境に置かれた。すぐに辞めるという選択肢自体はあるけれど、現実的には

条件に合うような転職先を見つけるのは難しい。同業でのキャリアアップのつも

りだったが、仕事のスタイルが合わないだけで、家庭生活に無理が生じて働き続

けること自体が難しくなることを痛感した。  

 同じように悩んでいる人は大勢いる。心を病んで休職からそのまま退職した人

も多かった。そんな人が一息ついて、次のステップを見つけられる場所があれば、

個人にとっても社会にとってもプラスになる。  

 公的な職業訓練や就労継続支援事業所の利用など、いくつか制度はあるものの、

短期間だったり、賃金が低かったりする。だが、心が回復するまで「一時避難的

に働ける場所」があればいいと思う。プレッシャーが少なく、何らかのスキルを

身に付けながら最低限の生活費を確保でき、自分や家族の将来について考える時



間が持てる。そういう選択肢があれば、合わない環境に留まる必要がなくなる。 

 具体的に考え出していくと課題だらけだと思う。一定の収益モデルが必要で、

対象者の基準をどうするのかといった課題もある。でも、ぼんやりといつかそう

した場を作れればいいなとか、そういう方向性のことに取り組んでみたいなど考

えている。人生に行き詰まったとき、一度立ち止まれる環境があれば、無理なく

次へ進める人が増えるはずだ。（おわり） 

 

【2024 年度 福祉システム北海道活動状況】  

［北海道医療新聞社発行介護新聞（2024 年 11～12 月）掲載］ 

『連載』〇（まる）福連携～異業種との対話から福祉を探る～※掲載順  

ゲスト：澁谷亜寿美 さん（製菓調理専門学校教員） 

しんた  さん（和太鼓奏者） 

穴田 ゆか  さん（ファンドレーザー） 

     今野 佑一郎さん（弁護士） 

福津 京子 さん（インタビュアー業）  

      中岡 亮太 さん（養豚業） 

      上野 有   さん (映画プロデューサー)  

高橋 美千代 さん (認定こども園 園長) 

［〇（まる）福連携プラス動画配信に伴う事業］  

〔2024 年度内にお世話になったゲストの方々〕  

落語家 桂三段さん ／ キャリアコンサルタント  柴田祐介さん 

ダンス講師 後藤香織さん ／ web イラストレーター  tate さん 

ファンドレーザー 穴田ゆかさん ／ 和太鼓奏者 しんたさん 

ファイナンシャルプランナー 松久直樹さん ／養豚業 中岡亮太さん 

調理師 澁谷亜寿美さん ／福祉用具専門相談員 工藤俊輔さん 

インタビュアー業 福津京子さん ／認定こども園長 髙橋美千代さん 

映画プロデューサー 上野有さん ／ 美容師教員 大澤慶太さん 

  靴屋 木田倫子さん ／ 菓子製造業工場長 菊池勝樹さん 

  歯科クリニックマネージャー 工藤ゆかりさん 

［現代ぷろだくしょん福祉映画の上映会実施］ 

２０２４年１１月２日（土）北海道北見市 北見芸術文化ホール  

午前：わたしのかあさんー天使の詩― 

午後：一粒の麦 荻野吟子の生涯 

 ※両上映会前に代表理事高橋銀司が上映会開催に伴い舞台挨拶をさせて 

いただきました。  



【今後の主な取り組み予定】 

■北海道医療新聞社介護新聞による『〇（まる）福連携～異業種との対話～』

の期間（年末時期）連載予定  

■公開収録講座～福祉分野からみた異職種（言語聴覚士やラーメン屋、経営コ

ンサルタントなど）から学ぶ実践・演習による研修および動画配信  

 ■現代ぷろだくしょん福祉映画の上映会開催  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご協賛団体等（あ順）】  

公益財団法人ウェスレー財団  様  

公益財団法人北海道新聞社会福祉振興基金  様  

公益財団法人北海道地域活動振興協会  様  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 福祉システム北海道 
〒060-0808 

札幌市北区北８条西 3 丁目  札幌エルプラザ 2 階  

札幌市市民活動サポートセンター内  

TEL／FAX（011）838-8483 

E-mail: info@fukushi-sh.net  
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